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日常的な予防としては、
手洗い・うがい・マスク着用なども
有効です。

百日咳は予防接種で防ぐことの
できる病気です。

百日咳は、感染力のとても強い“百日咳菌”という細菌による感染症
です。感染したひとのせきやくしゃみなどの飛沫を吸い込んだり、
飛沫のついた手で口に触れることなどで感染します。 6か月未満の
赤ちゃんが感染すると、重症化し死に至る危険性があります。百日
咳で一番怖いのは、知らないうちに赤ちゃんにうつしてしまうこと
です。

2週間ほどかぜのような症状が続いた後、激し
いせきが2～3週間続きます。その後、2～3週間
かけ回復します。
百日咳の予防接種を受けたひとは、症状が軽く
なる傾向がありますが、症状が軽くてもひとに
うつす可能性はありますので注意が必要です。

主に「鼻の奥から菌をこすりとって調べる抗原検査や遺伝子検査」
と「血液を採って調べる抗体検査」があります。

マクロライド系※と呼ばれる抗菌薬で治療を
行います。早期に治療を行うことで症状のあ
る期間を短くすることができます。また、他の
ひとへの感染を減らすことができます。
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〈抗原検査〉

判定

※マクロライド系抗菌薬が効きにくい場合には、他の抗菌薬も使用することがあります。


